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なお，ここに記された内容の大部分は，土手嘉第 7代店主の畑嘉道さん(大正1 2年 日923J














































































うどん毘を起こした初代は嘉吉を名乗った。その後は 2代嘉助， 3 代嘉吉， 4 代嘉助. Ht
嘉吉，という具合に嘉助と嘉吉を交互に名乗っていった。嘉道さんの父・ 6代秀美は「嘉Jの
字を用いていないが， 8 人いた兄弟の う ち2 人が f嘉j の字を用い た名前だ っ た。7 代議道さ
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d臥嘉道さ んの初節句に母方の実家か ら贈 ら れた五月人形。
大iE12年(畑嘉道氏所蔵)












9 月 の月見に は ダ ン ゴ突 き を
した。よその家へしのびこんで縁側に置いであるダンゴを長い竿で突き射して取ってくる。つ
いでに躍に植えてある柿なんかを取っていくこともあった。 f子供の時分はよう悪いことしま

































































ちなみに，嘉道さんは子供の tIi. 1 日2 銭のお こ づかいを も ら っ ていた。 正月 のお年士五 は50
銭ほどである。当時の物価は，アメ玉 l個 1銭，土手嘉のうどん 1杯 8銭，阪急、梅出一岡田j閤
16銭， 梅田の阪急、食堂の ラ ン チ25銭， と い う と こ ろ であ る 。 お こ づ、かい は桜祖泉の隣に あ っ た
駄菓子躍などで使うことが多かったという。


















8 年間の義務教育を修 J L ， そ の後は家業にいそ しむ こ と と な る 。 その後， 昭和14年 日939J












































































北，関町南，宝山町，桜塚， I カ ミ ン チ ョ J と
俗称されていた岡上の町などであるO豊中店の
配達先は，末広町，立花町，箕輪町，本町，








配達の若い衆は，多い時では 12， 3人い た 。















































てうどん玉を作り始める。結局， 24時間， だれかかれかが働いてい る と い っ た具合だ っ た と い
つ。
うどんの仕事が忙しい時期は，誓文払い，肱同神社例祭，年末などである。誓文払いとは12
月 1 8 か ら3 日間， I~{d町商}市街で行われた年末大売 り 出 し の こ と であ る 。 能勢街道の通 る北摂
地域には，街道沿いに立国，凶町，池田などの商店街があった。そのうち関町は IH豊中市域で










30, 31の両 日 があ ま り に忙 し いので， 1E月 の準備のや り 方 も普通の家 と は違 っ ていた。 普通
の家では， 9 を合む 日付で餅をつ く こ と は 「苦が付 く J そ連想さ せ る ので， 避け られていた。
しかし，上手嘉の場合は，例年29日に餅をついている。「ウチは仕事の関係で， 30, 31 [臼]
忙しいもん，ねえ，そやから 29日は片からそりゃウチの餅っき，決まってますねん jとのこと
である。逆に 29日に餅をつくことは， I福が付 く J I福餅」 に通 じ る ので好ま し いのだ， と も い
う。おせち料理の準備は，力仕事ので、きない女の人が， 30, 31 日 に う どんの社事を抜けて煮 し
めなどを作る。以前は職人と一緒に食べた。習慢なので今でも作っているが，来客に出す程震
で家族はあまり食べないので f最後まで残ってはるjという。
31 日 の晩は艶達に追われる こ と にな る。 注文が特定の時間帯に集中す る の に配達のほ う が間





年始は元旦の営業を休んで， 2 臼 は主主 ま で!苫を開いた。 年越そ ばの売れ残 り を処理す る ため
である。職人と年季奉公をたくさん雇っていた頃は， 3 臼 を休んで4 U か ら通常の営業を始め
















[1933J 頃の こ と であ る 。
商売の中心は，夏場の冷蔵庫の貸出とその冷蔵庫用の氷の配達である。冷蔵庫といっても，









持つ家は少なかった。貸出した冷蔵庫は 1シーズン 2， 3 百偶に及んだ。
配達先は. j七 は蛍油か ら南は報部ま で広が っ ていた。 こ れだけの範囲を関町 ・ 豊中 ・ 蛍池の















































































U と 同 じ よ う に物言 う ， 弁士と違 う で ぇ J と 言 っ て， ト ー キ ー を観た こ と が学校で 自慢にな っ
たという。ちなみに，嘉道さんのー書記憶に残っている映期は，第 1作日の1m声の「キングコ
ングjで，迫力のある動きに当時は感激したという。もっとも，最近ビテ。オで観てみると動き






































よく行った。ゲレンデもなく I I Iス
キーが中心だったので，荷物も重




がかかってくる。「おい，お前，なんぼ必んねん?Jrおれ， 2 円 ぐ ら いあんねん。 お前は つ j











16歳の頃， 岡級生だ っ た 向 い の




























滞在し， 1寄 り は汽車で帰 っ た。









ると身動きすらできず， Iそやか ら便所に も行かれへん」 か っ た。 も っ と も ， 宮城の外に あ っ
た使所には集まった数万人もの人閣のそれが蓄えられていたので，そこを使ってするのは「と
てもゃなかったjという。かといって， Iこ こ ら のな に と ， ち ょ っ と社会が違 う と こ 」 な ので，







わけ名誉のあるもので，正員 2名補欠 2名の計 4名は地方の学生ではなく「向うの人，東京j
の学生がその間にあたった。陛下の御前を過ぎると隊列はそのまま靖国神社まで行進し，そこ






























にして機動性を高めたのが山抱である。 1門の砲を分解して 7頭の馬で運んだ。弾薬は 1頭の








通りの訓練は受けたが， rや っ ぱ成績のええやっか ら楽な と こ へ就 き よ る 」 の で， 砲手に配置
されることが多かった。また，部隊が中国大陸の奥地へ進み長員の補充がなかったので，最後
まで一番下っ端だったという。














れた。「歩かなしゃあないJ状態だった。それも夜間行軍が大半である。毎日 40Kmo 3 , 4
日に 1度は休憩臼があったが，疲労は極限に達していた。「そりゃあ悲壮なもんやったよjと
嘉道さんは諮る。























































































































































































































t:地を失った者も少なからずいる。結局， rどん どんどん どん， さ びれてい く 一五」 な のだ と




















































市にスライドさせた都市祭礼研究， I口裂け女」 の よ う な都市空間に浮遊す る う わ さ を追求 し
た都市伝説研究，ムラ iこ相ミヨする伝承母体モ「団地Jなどに措定する都市的社会集団の研究，
















































最後に，嘉道さんの妻・妙子さんは，本稿作成中の平成 8 年 [1996Jに逝去された。妙子さ
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